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皮膚の温度感知仕組み解明　感覚制御でかゆみ予防も？ 皮膚の温度感知仕組み解明　感覚制御でかゆみ予防も？ ( 共同通信社 2023.7.21 配信 )( 共同通信社 2023.7.21 配信 )

★最新介護医療情報★★最新介護医療情報★

　皮膚の表皮細胞が温かさを感知して行動に結び付ける仕組みを解明した皮膚の表皮細胞が温かさを感知して行動に結び付ける仕組みを解明したと、生理学研究所（愛知県と、生理学研究所（愛知県

岡崎市）などのチームが 20 日付の英科学誌に発表した。同研究所の富永真琴（とみなが・まこと）教岡崎市）などのチームが 20 日付の英科学誌に発表した。同研究所の富永真琴（とみなが・まこと）教

授（分子細胞生理学）は「温かく感じる感覚をコントロールできれば、授（分子細胞生理学）は「温かく感じる感覚をコントロールできれば、寒暖差で起きる肌のかゆみなど寒暖差で起きる肌のかゆみなど

の予防の予防につながるかもしれない」としている。につながるかもしれない」としている。

　生物は温度を感覚神経で電気信号に変換し、脳に伝えていることが知られている。チームは皮膚も　生物は温度を感覚神経で電気信号に変換し、脳に伝えていることが知られている。チームは皮膚も

温度感覚を生み出しているか調べるため、表皮細胞にあり 32 ～ 39 度で活性化する受容体「TRPV温度感覚を生み出しているか調べるため、表皮細胞にあり 32 ～ 39 度で活性化する受容体「TRPV

３」と、同じく表皮細胞にあるタンパク質「TMEM79」に着目した。３」と、同じく表皮細胞にあるタンパク質「TMEM79」に着目した。

　ヒト由来の培養細胞で二つを一緒にすると、TRPV３の電流が小さくなった。そこで遺伝子操作で　ヒト由来の培養細胞で二つを一緒にすると、TRPV３の電流が小さくなった。そこで遺伝子操作で

TMEM79 を欠損させたマウスを作製し、どの温度を好むか調べた結果、通常のマウスより高い温度TMEM79 を欠損させたマウスを作製し、どの温度を好むか調べた結果、通常のマウスより高い温度

を好んだ。TMEM79 欠損マウスの尾の表皮細胞では、TRPV３の電流が大きくなっていた。を好んだ。TMEM79 欠損マウスの尾の表皮細胞では、TRPV３の電流が大きくなっていた。

　チームは、細胞膜で TMEM79 と TRPV３が結びついて表皮細胞の TRPV３の量を調整するこ　チームは、細胞膜で TMEM79 と TRPV３が結びついて表皮細胞の TRPV３の量を調整するこ

とで、温度感覚に影響を与えていると結論付けた。とで、温度感覚に影響を与えていると結論付けた。

http://www.rupinasu-inc.co.jp/http://www.rupinasu-inc.co.jp/

　第 169 回芥川賞、直木賞（日本文学振興会主催）の選考会が 19 日、東京・築地の料亭「新喜楽」で　第 169 回芥川賞、直木賞（日本文学振興会主催）の選考会が 19 日、東京・築地の料亭「新喜楽」で

開かれ、開かれ、芥川賞は先天性の難病で身体に障害のある市川沙央（いちかわ・さおう）さん（43）の「ハン芥川賞は先天性の難病で身体に障害のある市川沙央（いちかわ・さおう）さん（43）の「ハン

チバック」（「文学界」５月号）チバック」（「文学界」５月号）に、直木賞は垣根涼介（かきね・りょうすけ）さん（57）の「極楽征夷大将に、直木賞は垣根涼介（かきね・りょうすけ）さん（57）の「極楽征夷大将

軍」（文芸春秋）、永井紗耶子（ながい・さやこ）さん（46）の「木挽町（こびきちょう）のあだ討ち」（新潮軍」（文芸春秋）、永井紗耶子（ながい・さやこ）さん（46）の「木挽町（こびきちょう）のあだ討ち」（新潮

社）に決まった。社）に決まった。

　市川さんは 1979 年神奈川県生まれ。難病「先天性ミオパチー」のため人工呼吸器や電動車椅子を市川さんは 1979 年神奈川県生まれ。難病「先天性ミオパチー」のため人工呼吸器や電動車椅子を

使って生活している。受賞作は、文学界新人賞も受けたデビュー作。自身を投影した難病の女性の欲使って生活している。受賞作は、文学界新人賞も受けたデビュー作。自身を投影した難病の女性の欲

望や怒りを、ユーモアを交えて描き、健常者の特権性を射抜く作品が高く評価された。望や怒りを、ユーモアを交えて描き、健常者の特権性を射抜く作品が高く評価された。

　記者会見で市川さんは「これまであまり（重度障害）当事者の作家がいなかったことを問題視して　記者会見で市川さんは「これまであまり（重度障害）当事者の作家がいなかったことを問題視して

書いた。どうして 2023 年にもなってそうした作品が芥川賞で初めてなのか、みんなに考えてもら書いた。どうして 2023 年にもなってそうした作品が芥川賞で初めてなのか、みんなに考えてもら

いたい」と話した。いたい」と話した。

　芥川賞選考委員の平野啓一郎（ひらの・けいいちろう）さんは「作品としての強さ」に圧倒的支持が　芥川賞選考委員の平野啓一郎（ひらの・けいいちろう）さんは「作品としての強さ」に圧倒的支持が

集まったと説明。「主人公の困難を通じて、社会的通念や常識を批評的に解体した」と述べた。集まったと説明。「主人公の困難を通じて、社会的通念や常識を批評的に解体した」と述べた。

　垣根さんは 1966 年長崎県生まれ。受賞作は、室町幕府初代将軍の足利尊氏の数奇な半生を弟直　垣根さんは 1966 年長崎県生まれ。受賞作は、室町幕府初代将軍の足利尊氏の数奇な半生を弟直

義（ただよし）と側近高師直（こうのもろなお）の視点から描く。永井さんは 77 年生まれ、神奈川県出義（ただよし）と側近高師直（こうのもろなお）の視点から描く。永井さんは 77 年生まれ、神奈川県出

身。受賞作は、江戸時代後期を舞台に芝居小屋の裏手で起きたあだ討ちの真相を巡る歴史群像劇。身。受賞作は、江戸時代後期を舞台に芝居小屋の裏手で起きたあだ討ちの真相を巡る歴史群像劇。

　垣根さんは会見で「壇上にいることができて正直ほっとしている」と笑顔。永井さんは「うれしいと　垣根さんは会見で「壇上にいることができて正直ほっとしている」と笑顔。永井さんは「うれしいと

怖い、何だこれ ... という気持ち。恐悦至極ってまさにこんな感じかな」と語った。怖い、何だこれ ... という気持ち。恐悦至極ってまさにこんな感じかな」と語った。

　直木賞選考委員の浅田次郎（あさだ・じろう）さんは、垣根さんの作品について「長い歴史の時間を　直木賞選考委員の浅田次郎（あさだ・じろう）さんは、垣根さんの作品について「長い歴史の時間を

巨視的に見た、重厚な力作」と評価。永井さんの作品は「繊細で、技巧的に素晴らしい仕上がり」と述べ巨視的に見た、重厚な力作」と評価。永井さんの作品は「繊細で、技巧的に素晴らしい仕上がり」と述べ

た。た。

　贈呈式は８月下旬、東京都内で開かれる。　贈呈式は８月下旬、東京都内で開かれる。

芥川賞に難病の市川さん　自身投影した作品で受賞　垣根さん永井さん直木賞芥川賞に難病の市川さん　自身投影した作品で受賞　垣根さん永井さん直木賞
( 共同通信社 2023.7.20 配信 )( 共同通信社 2023.7.20 配信 )


